



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































蔵書印「宝林寺」は初山宝林寺と思われる。なお国立国会図書館に写本一冊の所 がある。本学人間文化 部日本語・日本文学科二年生塚本紗英さんの御示教によると、同写本は卷之中末と卷之下本を欠き、加えて製本時 生じた乱丁があるという
8　
大谷徹奘師「画僧・古
こ
かん
の生涯」
（ 『特別展没後三〇〇年画僧古
』二〇一七年五月、
大和文華館）
は、西岸寺蔵『西岸寺累代上人畧譜』に古
の名はないので、 「住
職としてではなく、別の形で西岸寺に住していた」とされる。
9　『公慶上人年譜聚英』
（東大寺編刊、一九五四年七月）
所収に據る。
10　『西大寺叡尊伝記集成』
（奈良国立文化財研究所監修、一九七七年十月、法蔵館）
所
収に據る。
11　
築達榮八氏編『龍池山大雲院』
（一九九四年九月、本山龍池山大雲院
刊）
に写真が
載る。
12　
西田耕三氏前掲書「第一章
  ある僧の軌跡
　
12橋本松斎」に詳しい。
13　
拙稿「
国立国会図書館蔵
『錦袋円祖傳』翻刻と解題」
（ 「学苑」第九一七号、二〇一七年三
月）
・「
昭和女子大学図書館蔵
『東
山勧學講院開祖
　
了翁祖休禅師行業記
　
全』翻刻と解
 
題」
（ 「学苑」第九二五号、二〇一七年一一月）
。
〔翻刻凡例〕一、
  名古屋大学図書館蔵『佛神
應錄』十五卷八冊のうち後集七卷四冊を底本と
した。前集が宝永七年九月、洛陽書肆
田調兵衞鋟梓なので、後集は翌宝永
八年
（正徳元年、一七一一）
の上梓と思われる。翻刻を御許可下さった名古屋
大学図書館に謝意を表す。
　　
なお書誌は以下の通り。
　　
  袋綴装十五卷八冊（前集八卷四冊、後集七卷四冊）
。縦二五・七×一八・〇
糎。各冊丁数、
（一）五六、
（二）四五、
（三）四六、
（四）四四、
（五）四三、
（六）四五、
（七）五四、
（八）二六。各冊黄蘗色紙表紙。左肩に刷題簽（四
冊目は剥離）あり。角書「三國／因緣」 、外題「佛神
應錄
序目録一（二・三・
五・六・七・八）
」 、内題「佛神
應錄」 、柱題「佛神
應錄」
（魚尾あり）
、小口
題「佛
錄」 。匡郭単辺一〇行。前集第四冊卷
八
末丁に「右佛神
應錄前編
八卷
　
後集八冊來／辛夘正月出來焉／寶永七
庚
　
　
寅
暦九月吉日／洛陽書肆
　
永
田調兵衞鋟梓」と刊記あり。また第一冊表紙右下に「
池堂藏本」と墨書
がある。二冊目以降は各冊これが擦り消され、そのかわり外題左下に小字で「
池堂」と墨書されている。明治時代の浮世絵師蓮池堂の蔵書であっ
たと知られ
（阿部記）
一、可能なかぎり原文の表記を尊重し、明らかな誤刻もそのまま翻刻したが、
「未・末」 「己・已・巳」等の混用表記は文意をとって適字を置き、 「ヿ」
（コ
ト）
等の合字は通行の表記に改め、摺墨の濃淡等による判読不能の文字は字
数分の空格
（□）
を置いた。
一、半丁ごとに丁数を示し、各話末行と次話題との間に空行を置いた。
古 筆　恵比寿図（宮島コレクション蔵）
